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極超音速飛行体の姿勢制御ノズル周りでの衝撃波振動特性および空力加熱の特性を解明し、併せて新規開発中の

感圧塗料・感温塗料及び高精度流れば解析スキームの検証データ取得を目的とした極超音速風洞実験を実施した。

流れに対して 30 度の斜面に設置したラバルノズル出口を模したφ10mm 円柱状キャビティー模型を気流中に設置
し、キャビティー前方での高速衝撃波振動とそれに伴う圧力の高速計測を実施した。図１に示す通り、キャビティ

ー前方の衝撃波はキャビティー内部の流れと干渉し、5kHz を超える周波数で振動することが明らかとなった。ま
た、この振動周波数は圧力計測結果からもとまる固有周波数及び流れ場映像の動的モード分解法による解析結果と

も一致することが明らかとなった。 
 

 

Fig.1. Oscillating shock wave formed ahead of cylindrical cavity. 
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